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第１章 調査概要 

1- 1 

１-1.調査のあらまし 

1-1-1.調査目的 

平成 17 年度、「教員のゆとり確保」を目的として実施した調査により、教員の業務方法を改善する上で

管理職の果たす役割が大きいことが判明した。このため、平成 18 年度においては、小学校及び中学校

の管理職の業務範囲や勤務の実態、とりわけ教職員に対するマネジメントのあり方を把握し、教員の業務

軽減に繋がる課題の発見及び改善方策の提示を行うため、調査研究を実施した。 

 

1-1-2.実施概要 

①調査方法 

定性調査と定量調査を行った。定性調査に関しては2回に分けて行い、その間に定量調査を実施した。

流れは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1回目のヒアリング調査は、学校管理職（校長・教頭）の業務や勤務の状況、学校マネジメントの現

状を把握し、主にアンケート調査の項目作成に活かす目的で実施した。アンケート調査は、校長・教頭

の勤務実態、学校マネジメントの実態を量的に把握する目的で実施した。第 2回目のヒアリング調査は、

アンケート調査の結果を受けて、量的データの確認及び裏づけを行う目的で実施した。 

 

②調査対象 

県内の公立小学校全 340校及び公立中学校全 174校の校長、教頭、教職員とした。 

 

③抽出方法 

定性調査について対象校及び対象者の選出は、以下の通りとした。 

県教育委員会に小学校3校、中学校3校の選出を依頼した。学校の選出基準は次の通りである。学校

規模の異なる学校を代表するよう、小・中・大規模校からバランスよく選ぶこと。さらに中学校については、

複数教頭校を対象として選出すること。また各学校のヒアリング対象者は、校長、教頭、教員（3～4 名）、

学校事務（1名）とし、各学校が選出すること。特に教員については、各年齢層からバランスよく選ぶこと。 

ヒアリング調査（第 1回） 

アンケート調査 

ヒアリング調査（第 2回） 

定性調査 定量調査 

分析 
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定量調査については、対象校及び対象者の選出は、以下の通りとした。 

学校については、県内の小学校全 340校及び中学校全 174校を対象とした。校長、教頭は全員を対

象とし、教職員については各校 5名を上限に各学校の管理職に選出を依頼した。選出の際、教員 4名と

職員 1名を目安とすること、及び教員は各年齢層からバランスよく選ぶことの 2点を基準とした。 

 

④実施時期 

調査方法 実施時期 

定性調査 ヒアリング調査（第 1回） 平成 18年 11月 13日～12月 1日 

定量調査 アンケート調査 平成 18年 12月 27日～平成 19年 1月 15日 

定性調査 ヒアリング調査（第 2回） 平成 19年 2月 13日～22日 

 

1-1-3.回収結果 

配布数、回収数及び回収率、有効回答率は以下の通りである。 

①学校ごと 
 配布数 回収数（回収率） 

小学校 340校 340校（100％） 
中学校 174校※ 174校（100％） 

合計 514校 514校（100％） 

※内 6校は複数教頭校 
 
②対象者ごと 

 配布数 回収数（回収率） 有効回答率 

校長 340名 340名（100％） 100％ 

教頭 340名 338名（99.4％） 100％ 

小学校 

 

教職員 1,700名※ 1,689名（99.4％） 100％ 

校長 174名 174名（100％） 100％ 

教頭 180名 180名（100％） 99.4％ 

中学校 

 

教職員 870名※ 866名（99.5％） 100％ 

※各校 5名を想定配布数とした場合 
 
1-1-4.調査・分析機関 

群馬県教育委員会からの委託を受けて、学校法人産業能率大学が調査・分析を行い、報告書を作成

した。 

 

■回答者の属性について 

付録 2「回答者の属性について」に掲載している。 

■結果についての注意点 

図表中の割合は、少数点第 2位以下の切り捨てにより、合計値が 100％にならない場合がある。 

 


